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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、フィリピン低所得者層の糖尿病者を対象とした健康調査の結果から、QOLに関

連する複数の要因とそれらの相互連関を包含した因果関係概念モデルを構築することを目

的とした。その結果、糖尿病者の自己効力感が、運動に関する自己管理行動を介してQOL

に最も影響を与えていたことが示された。つまり、糖尿病者のQOLを向上させるためには、

糖尿病の教育や自己効力感の涵養など認知面に働きかけて糖尿病者の行動変容を促す方策

が有効であることが明らかとなった。本論文の内容は、保健学の分野で、途上国における

糖尿病対策には、病者の認知面に働きかけ行動変容を促す手法が有用であることを示した

もので、明らかに学術水準を高めたものと認められる。 


